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問柴崎学習館☎（524）2773

　市が「平和都市宣言」を行ったのは、平成４年３月です。今年は30

周年の節目の年となるため、令和４年７月２日㈯から現在改修中の錦学

習館を除く地域学習館や立川市役所多目的プラザにおいて、「平和都市宣

言30周年パネル巡回展」と「立川市民の戦争」などの講演会を開催し

ました。

　この巡回展示と講演会の開催にあたっては、「立川市地域学習館運営協

議会」や「たちかわ市民交流大学市民推進委員会」のご協力のもと進め

てまいりました。

　パネル巡回展では、立川市内の空襲などを中心に各地域に関係の深い

写真や資料を集め展示を行いました。また、講演会では戦争を体験した

方に戦争の悲惨さや当時の生活の様子を語っていただくなど、あらため

て平和の尊さについて考える機会となりました。

　６月30日㈭未明に発生した立川第七中学校

体育館の火災につきましては、生徒、保護者お

よび地域の皆様に多大なご迷惑やご心配をおか

けし、深くお詫び申し上げます。

復旧方針について
立川第七中学校体育館の火災については、火

元の２階東側倉庫部分が焼けたほか、燃え広が

った火が天井まで達し、熱によって鉄骨部分が

変形するなど、体育館の躯体等の強度にも影響

を及ぼしました。

市では早期の復旧を図り、教育活動および地

域活動等への影響を最小限とするため、全庁的

なプロジェクトである「第七中学校体育館復旧

対策プロジェクト会議」を立ち上げ、建築技術

の専門家からの意見を参考に検討を行いました。

平成30年から「立川市中学生平和

学習派遣事業」として各中学校の代表

生徒９人を広島市へ派遣しています。

この平和学習の目的は、被爆地である

広島市のさまざまな施設や街並みを、

実際に見て、聴いて、感じたことを通

じて平和について考え、そのことを在籍の中学校の生徒や市民の方に広

く発信することにより平和学習の充実を図るものです。

令和２年と令和３年は、新型コロナウイルス感染症の影響により本事

業を中止しましたが、令和４年は８月16日㈫、17日㈬に９人の生徒が広

島市を訪れました。

１日目は、ガイドの方の案内で原爆ドームをはじめとした平和記念公

園内の施設を見学した後、被爆者の遺品や被爆の惨状を示す写真や資料

を展示した平和記念資料館を見学しました。その後、被爆された方から

原爆投下時の状況等の貴重な体験を伺いました。

また、２日目には、被爆建物として校舎の一部が保存されている袋町

小学校平和資料館を見学しました。

参加した生徒からは、「二度と戦争を起こしてはならないと感じまし

た」、 「核兵器について改めて考えるようになりました」、 「平和の大切さ

を語り継いでいくことはとても大事なことだと感じました」などの感想

が寄せられました。

参加した中学生による発表については、令和５年２月５日㈰に開催す

る立川教育フォーラムの中で行うことを予定しています。
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設計（新築／解体）

備品廃棄・運搬等／解体工事

供用開始
（令和６年度２学期）新築工事／備品購入・運搬等

仮設体育館リース設計／工事

建築技術の専門家の意見からは、現体育館を

改修する場合は躯体等の詳細調査の実施が必要

となり、また補強・交換が技術的に難易度の高

い施工のため、建替えよりも工期が長くかかる

ほか、工事制約が多いことや鉄骨鉄筋コンクリ

ート造の柱の改修および屋根部の全面改修等を

考慮すると、コスト面は建替えと同規模または

それ以上となる可能性があることが判明しまし

た。

このことから、プロジェクト会議において次

のとおり復旧方針を決定しました。

■ 復旧方針
　現体育館の速やかな解体・除却を実施し、建

替えによる新体育館を築造します。

■ 復旧スケジュール（予定）
　今後、下図のスケジュール（予定）にて、体育

館の復旧を進めていきます。

出火原因・再発防止策
　立川第七中学校体育館の出火原因については、

立川消防署より連絡があり、体育館２階東側倉

庫の天井裏において、何らかの原因により電気

配線が短絡（ショート）し、出火したものと推定

されるとの説明がありました。

　そのため、小・中学校における再発防止策と

して、漏電の有無を調査する絶縁抵抗測定の緊

急点検を実施しました。

　火災発生を未然に防止する対策に努めていき

ます。

生徒への支援
火災の影響で体育館が使用できないため、ア

リーナ立川立飛の運営を行っている立川ダイス

様からバスケットボール部の練習場所の提供や、

男子プロバスケットボールＢリーグアルバルク

東京様および立川ダイス様からバスケットボー

ルを寄贈していただきました。

立川第七中学校の生徒をご支援いただき、誠

にありがとうございます。
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